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せん妄の要因と予防 臨床精神医学 42(3) 289-297 2013 

井上真一郎 認知症・せん妄・うつ病の違いを知
ろう 病態の違い 

看護技術 59(5) 19-28 2013 

井上真一郎、他 がん診断早期から行うべき緩和薬
物療法の実際－精神的ストレスの
観点から－ 

Mebio 30(7) 23-29 2013 

井上真一郎、他 せん妄を見逃さないための注意点 
 

精神科治療学 28(8) 1011-10
17 

2013 

井上真一郎 誤解から学ぶうつ病 
 

岡山県警察機関誌
「後楽」 
 

68(9) 43-45 2013 

中嶋真一郎、谷向 仁、
他 
 

進行がん患者のうつ病に対してエ
スシタロプラムが有効であった２
症例 

Palliative Care 
Research 

8（2） 548-553 2013 

谷向 仁、他 
 

悲嘆を経験する遺族の睡眠障害の
事態調査 
 

遺族によるホスピ
ス・緩和ケアの質の
評価に関する研究2
（J-HOPE2） 

 32-36 2013 

谷向 仁 認知症のマネジメント. -BPSDに対
する薬物療法と非薬物療法- 
 

緩和ケア 23 201-204 2013 



谷向 仁 治療薬の違い 
 

看護技術 59（5） 54-60 2013 

谷向 仁 がん患者にみられる不眠 
 

月刊薬事 55（12） 31-35 2013 

原 伸輔、谷向 仁、
他 

がん疼痛治療におけるメサドン導
入に際しての地域がん診療連携拠
点病院の取り組み 
 

緩和ケア 23（6） 496-471 2013 

金子眞理子 チーム医療におけるストレスマネ
ジメントケアシステムの構築と評
価 

科学研究費助成事
業（科学研究費補助
金）研究成果報告書 

 1－6 2013 

清水 研 
 

ナショナルセンターとしてのあり
方 

総合病院精神医学 25（2） 151-155 2013 

小川朝生 がんとうつ病の関係 看護技術 60(1) 21-4 2014 

小川朝生 精神科医療と緩和ケア 精神医学 56(2) 113-22 2014 

小川朝生 高齢がん患者のサイコオンコロジ
ー 

腫瘍内科 13(2) 186-92 2014 

小川朝生 
 

患者・家族へのがん告知をどう行う
か 

消化器の臨床 17(3) 205-9 2014 

小川朝生 
 

DSM-5 プロフェッショナ
ルがんナーシング 

4(4) 402 2014 

小川朝生 
 

CAM プロフェッショナ
ルがんナーシング 

4(4) 403 2014 

小川朝生 HADS プロフェッショナ
ルがんナーシング 

4(4) 404-5 2014 

小川朝生 
 

いまや、がんは治る病気 健康３６５ 10 118-20 2014 

小川朝生 急性期病棟における認知症・せん妄
の現状と問題点 

看護師長の実践！
ナースマネージャ
ー 

16(6) 48-52 2014 

小川朝生 認知症～急性期病院が向き合うと
き（1） 

CBnews management   2014 

小川朝生 認知症～急性期病院が向き合うと
き（2） 

CBnews management   2014 

小川朝生 認知症～急性期病院が向き合うと
き（3） 

CBnews management   2014 

小川朝生 認知症～急性期病院が向き合うと
き（4） 

CBnews management   2014 

小川朝生 認知症～急性期病院が向き合うと
き（5） 

CBnews management   2014 



小川朝生 
 

認知症患者のがん診療 癌と化学療法 41(9) 1051-6 2014 

比嘉謙介、小川朝生 肝癌に対する栄養療法と精神腫瘍
学 

臨床栄養 125(2) 182-5 2014 

小川朝生 
 

高齢者を中心としたがん患者の大
規模対面調査の実施-その意義と課
題について 

月刊新医療 41(12) 22-5 2014 

黒田純子, 明智龍男, 
et al  

新規制吐剤の使用開始前後におけ
る外来がん患者の予期性悪心の検
討. 

医療薬学 40 165-173 2014 

明智龍男 大学病院で総合病院精神科医を育
てる 

総合病院精神医学 26 1 2014 

明智龍男 
 

総合病院における精神科医のがん
医療（サイコオンコロジー） 

臨床精神医学 43 859-864 2014 

明智龍男 精神腫瘍学の進歩 最新がん薬物療法
学 

72 597-600 2014 

明智龍男 サイコオンコロジー-うつ病、うつ
状態の薬物療法・心理療法 

心身医学 54 29-36 2014 

古川壽亮, 明智龍男, 
et al 

臨床現場の自然史的データから治
療効果を検証する：名古屋市立大学
における社交不安障害の認知行動
療法 

精神神経学雑誌 116 799-804 2014 

古川壽亮,明智龍男, 
et al 

SUND 大うつ病に対する新規抗う
つ剤の最適使用戦略を確立するた
めの大規模無作為割り付け比較試
験. 

精神医学 56 477-489 2014 

古賀晴美, 塩崎麻里
子, 鈴木伸一, 三條真
紀子, 下阪典子, 平井 
啓 

女性がん患者の男性配偶者が感じ
る夫婦間コミュニケーションにお
ける困難:乳がん患者に関する検討 

心身医学 54(8) 786-795 2014 

吉津紀久子, 東井申
雄, 平井 啓 

がん医療において心理士に求めら
れる介入のあり方について―大阪
大学医学部附属病院心のケアチー
ムの臨床実践データから― 

心身医学 54(3) 274-283 2014 

清水研 がん患者の大うつ病性障害および
適応障害のスクリーニング 

心身医学  54 20-28 2014 

清水研 
 

無床総合病院精神科の医療活動 臨床精神医学 43(6) 817-820 2014 

清水研 他 精神・社会的苦痛 日本医師会雑誌 143（1） 339-340 2014 
 

清水研 他 がん患者からサバイバーへ 
－心的外傷後成長理論によるがん
体験者の心理的適応過程に関する
解説－ 

総合病院精神医学 25（4） 398-404 
 

2014 
 



清水研 他 肺がん患者に合併する抑うつの危
険因子 
－大規模データベースを用いた身
体・心理・社会的要因の包括的検討
－ 

総合病院精神医学 26(1） 58-68 
 

2014 
 

浜野 淳, 木澤 義之. 
 

日本における Primary Palliative 
Care プライマリ・ケア医による
Primary Palliative Care の普及と
発展. 

日本プライマリ・ケ
ア連合学会誌 

37(3) 268-272 2014 

坂下 明大, 久保 百合
奈, 太田垣 加奈子, 岸
野 恵, 山口 崇, 木澤 
義之.  

呼吸困難のマネジメント.死が近づ
いた時の症状マネジメント-質の高
いエンドオブライフ・ケアを実現す
るために. 

緩和ケア 24(4) 261-268 2014 

杉原 有希, 木澤 義
之. 

がん性疼痛治療薬の使い方. よく使
う日常治療薬の正しい使い方. 

レジデントノート 16(7) 1361-13
65 

2014 

小川朝生 他 
  

実習お役立ちカード 精神 看護学生 62(12) 巻末付
録 

2015 

小川朝生 トータルペインの視点に基づく治
療抵抗性疼痛へのアプローチ-医師
の立場より- 

がん患者と対処療
法 

26(1) 39-43 2015 

小川朝生 認知症の緩和ケア－総合病院の精
神科医が果たす役割－ 

総合病院精神医学 27(2) 115-22 2015 

小川朝生 Ⅰ-9 認知症治療薬・抗うつ薬・統
合失調症に対する抗精神病薬など 
既存の精神疾患に対する治療薬 

緩和ケア 25(sup
pl) 

37-42 2015 

小川朝生 せん妄を知る 
 

がん看護 20(5) 499-502 2015 

小川朝生 がん患者の心理・社会的支援総論 
 

臨床栄養 127(1) 71-6 2015 

小川朝生 高齢がん患者の心のケア 加仁 42 13-6 2015 

小川朝生 がんと「こころ」①-患者さんとご
家族のために、病気や心、暮らしの
ことまでも一緒に考えていきます 

「がん治療」新時代 7 23-5 2015 

小川朝生 
 

認知症患者の意思決定支援 緩和ケア 25(3) 187-91 2015 

小川朝生 現場の取り組みで学ぶ 発達障害
と職場適応に向けたかかわり方 
発達障害の総論 

看護人材育成 12(1) 98-102 2015 

小川朝生 高齢がん患者のケア～高齢がん患
者の認知機能の特徴とアセスメン
トと対応～ 

がん看護  239-43 2015 

小川朝生 精神的苦痛から解放されるには-精
神腫瘍科医の役割とメンタルケア
の必要性 

がんサポート 142(1)
: 

20-5 2015 

佐々木千幸、小川朝生 
他 

現場の取り組みで学ぶ 発達障害
と職場適応に向けたかかわり方 

看護人材育成 12(3) 123-7 2015 



金子眞理子、小川朝生 
他 

急性期病院の認知症看護における
現任教育に求められていること～
認知症看護に携わる看護師へのイ
ンタビュー結果からの一考 

月刊ナースマネジ
ャー 

16(12) 41-5 2015 

小川朝生 患者を支える家族が危ない！家族
は「第二の患者」 

やましん くらし
の知恵 

435 1-5. 2015 

佐々木千幸、小川朝生 
他 

現場の取り組みで学ぶ 発達障害
と職場適応に向けたかかわり方 
何度教えても覚えない！ 

看護人材育成 12(3) 123-7 2015 

明智龍男 
 

患者の自殺を経験した医療スタッ
フのケア（ポストベンション） 

臨床栄養 127 618-619 2015 

明智龍男 現代のがん医療院おけるサイコオ
ンコロジーの役割-がんと共に生き
る時代を背景に 

Depression 
Strategy 

5 1-4 2015 

明智龍男 身体疾患とうつ病 精神科 26 409-412 2015 

明智龍男 がん患者に対する自殺予防の実践 精神科治療学 30 485-489 2015 

明智龍男 特定の場面におけるうつ状態への
対応 

内科 115 241-244 2015 

明智龍男 仕事人の楽屋裏 緩和ケア 25 74-75 2015 

稲垣正俊,明智龍男 がん患者のうつ病・うつ状態の病態 総合病院精神医学 27 2-7 2015 

井上真一郎 
  

せん妄に対するブロナンセリンの
有用性に関する検討 

精神医学 57(3) 219-224 2015 

井上真一郎，他 せん妄の原因，メカニズム 精神科 27(1) 52-57 2015 
 
 

上村恵一  
  

生活することを阻害する心の変化
とケア 眠ることを阻害する症状 
睡眠障害のメカニズムと治療 

がん看護 20(2) 182-187 2015 

上村恵一 精神科医だからこそできる鑑別で
きる「身の置き所のなさ」 

緩和ケア 25(2) 99-102  2015 

上村恵一 特集・せん妄の診断・治療update 
いつまで治療を続けるか –抗精神
病薬の中止基準- 

精神科 27(1) 88-91 2015 

上村恵一 がん緩和ケアに応用できる認知症
の薬物療法 

緩和ケア 25(4) 279-284 2015 

上村恵一 特集 誰も教えてくれなかった緩和
医療—最新知識と実践 

臨床泌尿器科 69(9) 766-769 2015 

森啓, 谷向 仁 他 神経難病の終末期医療 BRAIN and NERVE  67(8) 983-992 2015 

谷向 仁 不眠の評価 緩和ケア 25(2) 422 2015 



谷向 仁 がん患者に認められる様々な認知
機能障害 ～これまでの知見と今
後の課題～ 

精神神経学雑誌  117（8） 585-600 2015 
 

原 伸輔，谷向 仁他 
フェンタニル口腔粘膜吸収剤の使
用実態調査 

Palliative Care 
Research 

10（1） 107-12 2015 

足立由美、谷向 仁他 新入生健診におけるメンタルヘル
スチェック尺度の検討－UPI, K6, 
レリジエンス尺度の比較－ 

CAMPUS HEALTH  52（2） 149-154 2015 

金子眞理子，小川朝生,
他  
 

急性期病院の認知症看護における
現任教育に求められていることー
認知症看護に携わる看護師 へのイ
ンタビュー結果からの一考 

ナースマネージャ
ー， 

2月号 41-45， 2015 

金子眞理子 がん看護におけるコミュニケーシ
ョン,がん患者指導管理料の導入と
今、がん看護に求められること 

OncologyNURSE 1・2月
号 

77-82 2015 

清水研 がん患者のケアに生かす心的外傷
後成長の視点. 

心身医学 55 
 

399-404 2015 

清水研 内服できず、予後が週～短い月の単
位と考えられる場合のうつ病. 

緩和ケア臨床日々
の悩む場面のコン
タラバーシー 

25 115-119 2015 

清水研 がん医療・緩和医療におけるうつ病
患者への薬物療法の実際. 

Depression 
Strategy  うつ病
治療の新たなスト
ラテジー 

5 14-16 2015 

清水研 がんサバイバーシップ-精神腫瘍科
の立場から- 

Monthly Book 
MEDICAL 
REHABILITATION 

191 7-11 2015 

岸野 恵, 木澤 義之 大学病院入院中のがん患者の突出
痛の頻度に関する予備調査 

Palliative Care 
Research 

10 巻 3
号 

155-160 2015 

田中 祐子, 木澤 義
之, 坂下 明大 

アドバンス・ケア・プランニングと
臨床倫理に関する研修会の実施と
その評価  

Palliative Care 
Research 
 

10 巻 3
号 

310-314 
 

2015 

白土 明美, 木澤 義之 ホスピス・緩和ケア病棟の入院予約
と外来機能に関する全国実態調査 

癌と化学療法 42 巻 9
号 

1087-10
89 

2015 

山本 亮, 木澤 義之 PEACE 緩和ケア研修会を受講したこ
とによる変化と今後の課題 フォ
ーカスグループ・インタビューの結
果から 

Palliative Care 
Research 

10 巻 1
号 

101-106 2015 

山口 崇, 木澤 義之 【悪性消化管閉塞にどう対応する?
どうケアする?】 悪性消化管閉塞と
オクトレオチド これからの議論
のための背景知識 

緩和ケア 25 巻 5
号 

366-370 2015 

木澤 義之, 山口 崇,  【緩和医療の今】 包括的アセスメ
ント これからのことを話し合う 
アドバンス・ケア・プランニング 

ペインクリニック 36 巻
別冊秋 

S613-S6
18 

2015 

Author：長谷川 貴昭
(岐阜市民病院 呼吸
器・腫瘍内科), 木澤 
義之 

急性期病棟での看取りにおける信
念対立 終末期せん妄を発症した
がん患者と家族への医療スタッフ
の関わり 
 

死の臨床 38 巻 1
号 

115-116 2015 



木澤 義之 
 

【誰も教えてくれなかった緩和医
療-最新知識と実践】 がん緩和医療 
症状緩和とエンド・オブ・ライフケ
ア 

臨床泌尿器科 69 巻 9
号 

706-709 2015 

田中 祐子, 木澤 義
之, 坂下 明大 

アドバンス・ケア・プランニングと
臨床倫理に関する研修会の実施と
その評価  
 

Palliative Care 
Research 
 

10 巻 3
号 

310-314 
 

2015 

木澤 義之 
 

アドバンス・ケア・プランニング "
もしもの時"に備え、"人生の終わり
"について話し合いを始める 

ホスピスケアと在
宅ケア 

23 巻 1
号 

49-62 2015 

木澤 義之 
 
 

【現場で活用できる意思決定支援
のわざ】 アドバンス・ケア・プラ
ンニングと意思決定支援を行うた
めのコツ 

緩和ケア 25 巻 3
号 

174-177 2015 

近藤伸介 
  

フランスの認知症国家戦略 海外社会保障研究 190 14-23 2015 

 


